
院

内

集

会

で

は

、

石

上

委

員

委

員

長

が

主

催

者

を

代

表

し

て

挨

拶

を

行

い

ま

し

た

。

石

上

委

員

長

は

、

「

貨

物

会

社

か

ら

労

働

組

合

に

話

も

な

い

中

で

賃

金

削

減

が

出

さ

れ

た

。

経

営

の

努

力

も

見

ら

れ

な

い

中

で

一

方

的

に

社

員

に

押

し

付

け

た

も

の

。

こ

の

間

、

賃

金

削

減

に

反

対

す

る

署

名

を

提

起

し

、

組

合

員

を

は

じ

め

多

く

の

方

々

に

協

力

を

し

て

も

ら

っ

た

。

署

名

を

提

出

し

、

国

や

貨

物

会

社

に

要

請

し

て

い

く

」

と

述

べ

ま

し

た

。

集

会

に

は

、

福

島

瑞

穂

・

社

民

党

党

首

（

参

議

院

議

員

）

と

穀

田

恵

二

・

日

本

共

産

党

国

会

対

策

委

員

長

（

衆

議

院

議

員

）

が

激

励

に

駆

け

つ

け

て

く

れ

、

力

強

い

挨

拶

を

受

け

ま

し

た

。

決

意

表

明

を

眞

田

貨

物

協

議

会

議

長

と

田

中

国

労

西

日

本

本

部

委

員

長

、

各

エ

リ

ア

貨

物

協

を

代

表

し

て

、

東

海

の

鈴

木

議

長

も

行

い

ま

し

た

。

「

現

在

の

経

営

状

況

の

根

本

は

構

造

矛

盾

に

あ

る

こ

と

。

そ

し

て

、

鉄

道

部

門

の

黒

字

化

の

た

め

に

人

件

費

の

削

減

を

計

画

す

る

な

ど

労

働

者

に

責

任

を

押

し

付

け

る

安

易

な

方

法

は

許

さ

れ

な

い

。

夏

季

手

当

が

１

・

１

カ

月

の

超

低

額

の

回

答

に

対

し

て

再

回

答

を

求

め

る

闘

い

に

全

力

を

挙

げ

る

」

な

ど

と

し

た

内

容

を

述

べ

、

力

強

く

闘

う

こ

と

を

明

ら

か

に

し

ま

し

た

。当

日

は

、

全

国

で

一

番

若

い

国

労

組

合

員

、

大

原

直

人

君

が

静

岡

か

ら

参

加

。

大

原

君

は

、

貨

物

の

富

士

駅

で

働

く

19

歳

。

昨

年

、

12

月

25

日

に

国

労

へ

加

入

し

た

若

い

仲

間

で

す

。

「

僕

は

、

夢

と

希

望

を

持

っ

て

貨

物

会

社

に

入

社

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

急

に

賃

金

削

減

の

話

が

出

さ

れ

、

削

減

は

10

％

位

だ

と

の

噂

も

あ

り

、

そ

ん

な

に

カ

ッ

ト

さ

れ

た

ら

生

活

が

ど

う

な

る

の

だ

ろ

う

と

不

安

に

な

り

ま

し

た

。

そ

し

て

、

今

回

の

夏

季

手

当

１

・

１

カ

月

回

答

で

す

。

こ

ん

な

低

額

で

は

本

当

に

夢

も

希

望

も

あ

り

ま

せ

ん

。

絶

対

に

許

せ

な

い

と

思

い

ま

す

。

僕

も

全

国

の

仲

間

の

皆

さ

ん

と

頑

張

っ

て

闘

い

ま

す

」

と

、

突

然

の

指

名

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

率

直

に

元

気

よ

く

決

意

表

明

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

国

交

省

を

は

じ

め

、

運

輸

機

構

、

貨

物

会

社

に

対

し

て

全

国

か

ら

集

ま

っ

た

署

名

を

提

出

し

、

要

請

を

行

い

ま

し

た

。

貨

物

会

社

に

は

、

石

上

委

員

長

を

は

じ

め

と

し

て

、

本

部

や

エ

リ

ア

代

表

、

貨

物

協

の

代

表

が

参

加

。

東

海

か

ら

は

、

上

野

書

記

長

と

鈴

木

貨

物

協

議

長

が

参

加

し

、

組

合

員

の

思

い

な

ど

を

貨

物

会

社

に

対

し

て

訴

え

、

賃

金

削

減

を

絶

対

に

行

わ

な

い

よ

う

に

と

強

く

要

請

し

ま

し

た

。

国

労

東

海

国鉄労働組合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

‐

15

‐

５

交

通

ビ

ル

４

階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

渡渡渡渡

邉邉邉邉

良良良良

成成成成

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

高高高高

木木木木

宏宏宏宏

２０１３年７月１３日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３４６（１）

東海本部ホームページＵＲＬ http://www.kokurotokai.com/

大

原

君

は

、

福

島

瑞

穂

参

議

院

議

員

や

穀

田

恵

二

衆

議

院

議

員

と

握

手

を

し

、

声

を

掛

け

ら

れ

ま

し

た

。

福

島

議

員

は

、

笑

顔

で

握

手

を

交

わ

し

な

が

ら

「

頑

張

っ

て

」

と

激

励

。

穀

田

議

員

か

ら

は

、

「

国

労

が

分

割

民

営

化

の

闘

い

で

貫

き

通

し

た

こ

と

の

正

し

さ

が

今

、

証

明

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

国

労

に

加

入

し

た

こ

と

を

誇

り

に

し

て

頑

張

っ

て

く

だ

さ

い

」

と

力

強

く

激

励

さ

れ

ま

し

た

。

大

原

君

は

、

興

奮

し

た

面

持

ち

で

し

た

が

笑

顔

で

「

頑

張

り

ま

す

」

と

応

え

て

い

ま

し

た

。

「

国

労

加

入

に

誇

り

を

持

っ

て

が

ん

ば

っ

て

」

「

全

国

の

仲

間

と

と

も

に

た

た

か

い

ま

す

」

７７７７

月月月月

１１１１

日日日日

、、、、

貨貨貨貨

物物物物

会会会会

社社社社

のののの

賃賃賃賃

金金金金

削削削削

減減減減

やややや

夏夏夏夏

季季季季

手手手手

当当当当

のののの

超超超超

低低低低

額額額額

回回回回

答答答答

をををを

許許許許

ささささ

なななな

いいいい

貨貨貨貨

物物物物

総総総総

行行行行

動動動動

がががが

取取取取

りりりり

組組組組

まままま

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

。。。。

参参参参

議議議議

院院院院

議議議議

員員員員

会会会会

館館館館

でででで

のののの

院院院院

内内内内

集集集集

会会会会

にににに

始始始始

まままま

りりりり

、、、、

国国国国

交交交交

省省省省

、、、、

鉄鉄鉄鉄

道道道道

運運運運

輸輸輸輸

機機機機

構構構構

、、、、

貨貨貨貨

物物物物

会会会会

社社社社

へへへへ

のののの

署署署署

名名名名

のののの

提提提提

出出出出

とととと

要要要要

請請請請

やややや

デデデデ

モモモモ

行行行行

動動動動

なななな

どどどど

をををを

行行行行

いいいい

まままま

しししし

たたたた

。。。。

東東東東

海海海海

本本本本

部部部部

かかかか

らららら

もももも

貨貨貨貨

物物物物

、、、、

旅旅旅旅

客客客客

とととと

もももも

にににに

多多多多

くくくく

のののの

組組組組

合合合合

員員員員

がががが

参参参参

加加加加

しししし

まままま

しししし

たたたた

。。。。

７７７７

・・・・

１１１１

貨貨貨貨

物物物物

総総総総

行行行行

動動動動

社員と家族の生活を守れ

挨挨挨挨拶拶拶拶すすすするるるる東東東東海海海海貨貨貨貨物物物物

協協協協・・・・鈴鈴鈴鈴木木木木議議議議長長長長

穀穀穀穀田田田田恵恵恵恵二二二二・・・・衆衆衆衆院院院院議議議議員員員員((((左左左左））））とととと

福福福福島島島島瑞瑞瑞瑞穂穂穂穂・・・・参参参参院院院院議議議議員員員員とととと握握握握手手手手しししし

てててて激激激激励励励励をををを受受受受けけけけるるるる、、、、大大大大原原原原ささささんんんん



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

今

回

の

参

議

院

選

挙

で

は

、

憲

法

手

続

き

を

定

め

た

、

憲

法

96

条

改

定

が

大

き

な

争

点

に

な

っ

て

い

ま

す

。

憲

法

96

条

は

、

「

こ

の

憲

法

の

改

正

は

、

各

議

院

の

総

議

員

の

３

分

の

２

以

上

の

賛

成

で

、

国

会

が

、

こ

れ

を

発

議

し

、

国

民

に

提

案

し

て

そ

の

承

認

を

経

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

承

認

に

は

、

特

別

の

国

民

投

票

又

は

国

会

の

定

め

る

選

挙

の

際

行

わ

れ

る

投

票

に

お

い

て

、

そ

の

過

半

数

の

賛

成

を

必

要

と

す

る

」

と

な

っ

て

い

ま

す

。

安

倍

首

相

は

、

「

国

会

議

員

の

３

分

の

２

以

上

」

か

ら

、

「

２

分

の

１

以

上

」

に

引

き

下

げ

、

都

合

の

い

い

よ

う

に

憲

法

を

変

え

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

時

の

権

力

者

に

よ

っ

て

、

96

条

を

改

定

し

、

憲

法

９

条

を

改

悪

し

て

「

戦

争

放

棄

」

か

ら

「

安

全

保

障

」

に

変

え

、

９

条

２

項

の

「

戦

力

不

保

持

」

と

「

交

戦

権

否

認

」

を

、

「

国

防

軍

」

と

し

、

日

本

が

「

海

外

で

戦

争

す

る

国

」

に

変

え

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

昨

年

４

月

に

発

表

さ

れ

た

自

民

党

改

憲

案

の

問

題

点

は

、

９

条

を

改

定

し

、

国

防

軍

を

創

設

す

る

だ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

基

本

的

人

権

を

「

侵

す

こ

と

の

で

き

な

い

永

久

の

権

利

」

と

し

た

憲

法

97

条

を

全

面

削

除

し

、

表

現

・

結

社

の

自

由

を

含

む

基

本

的

人

権

を

「

公

益

及

び

公

の

秩

序

」

に

反

し

な

い

範

囲

し

か

認

め

な

い

な

ど

多

数

の

問

題

点

を

含

ん

で

い

ま

す

。

２０１３年７月１３日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３４６（２）

東海本部ホームページＵＲＬ http://www.kokurotokai.com/

７

月

21

日

は

、

参

議

院

選

挙

の

投

票

日

で

す

。

昨

年

の

総

選

挙

で

は

、

民

主

党

政

権

の

相

次

ぐ

公

約

違

反

に

失

望

し

た

国

民

の

怒

り

と

、

民

意

を

反

映

し

な

い

非

民

主

的

な

小

選

挙

区

制

度

に

よ

り

、

安

倍

政

権

が

復

活

し

ま

し

た

。

安

倍

政

権

は

、

新

自

由

主

義

に

よ

り

、

構

造

改

革

・

規

制

緩

和

路

線

を

さ

ら

に

推

し

進

め

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

選

挙

で

は

、

自

公

政

権

に

対

す

る

厳

し

い

審

判

を

下

し

、

労

働

者

・

国

民

が

主

人

公

に

な

る

政

治

に

転

換

さ

せ

ま

し

よ

う

。

（

部

内

資

料

）

第9条

[戦争の放棄、軍備及び交戦権の否認]

①日本国民は、正義と秩序を基調とする国

際平和を誠実に希求し、国権の発動たる

戦争と､武力による威嚇又は武力の行使は､

国際紛争を解決する手段としては､ 永久

にこれを放棄する。

②前項の目的を達するため､陸海空軍その他

の戦力は､これを保持しない。国の交戦権

は、これを認めない。

安

倍

首

相

は

、

賃

金

が

下

が

り

続

け

て

い

る

原

因

は

、

デ

フ

レ

に

あ

る

と

し

、

「

ま

ず

は

、

デ

フ

レ

か

ら

脱

却

し

て

、

し

っ

か

り

と

企

業

が

収

益

を

上

げ

て

行

く

」

と

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

デ

フ

レ

だ

か

ら

賃

金

が

下

が

り

続

け

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

賃

金

は

、

１

９

９

７

年

を

ピ

ー

ク

に

下

が

り

続

け

て

、

物

が

売

れ

な

く

な

っ

て

内

需

が

冷

え

込

み

デ

フ

レ

が

お

き

て

い

ま

す

。

民

間

労

働

者

の

賃

金

は

、

97

年

の

平

均

４

６

７

万

円

か

ら

、

12

年

は

平

均

４

０

９

万

円

に

な

り

58

万

円

も

減

少

し

て

い

ま

す

。

一

方

、

企

業

の

内

部

留

保

は

、

１

４

２

兆

円

か

ら

２

６

７

兆

円

に

な

り

、

１

２

５

兆

円

も

増

や

し

、

企

業

が

収

益

を

上

げ

て

も

、

労

働

者

の

賃

金

は

上

が

っ

て

い

ま

せ

ん

。

日

本

経

済

・

景

気

回

復

の

為

に

賃

金

を

上

げ

る

事

が

必

要

で

す

。

安

倍

政

権

の

「

規

制

改

革

会

議

」

は

答

申

を

出

し

、

雇

用

・

労

働

分

野

の

規

制

（

労

働

者

保

護

）

を

徹

底

的

に

骨

抜

き

に

し

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

「

世

界

で

一

番

、

企

業

が

活

動

し

や

す

い

国

」

実

現

の

た

め

、

解

雇

自

由

化

を

究

極

の

目

的

に

し

て

い

ま

す

。

そ

の

最

大

の

目

玉

が

、

「

限

定

正

社

員

の

雇

用

ル

ー

ル

の

整

備

」

で

す

。

勤

務

地

や

職

務

、

労

働

時

間

が

「

無

限

定

」

な

正

社

員

か

、

そ

れ

と

も

「

限

定

社

員

」

と

し

て

、

賃

金

な

ど

の

労

働

条

件

引

き

下

げ

に

応

じ

る

の

か

、

と

い

う

選

択

を

政

府

公

認

で

労

働

者

に

強

い

る

大

改

悪

で

す

。

参

議

院

選

挙

で

は

、

財

界

の

た

め

の

「

成

長

戦

略

」

に

ス

ト

ッ

プ

を

か

け

、

 

人

間

ら

し

く

働

け

る

ル

ー

ル

の

確

立

を

実

現

し

ま

し

ょ

う

。

今

回

の

参

議

院

選

挙

で

は

、

原

発

問

題

や

Ｔ

Ｐ

Ｐ

な

ど

、

国

民

の

い

の

ち

と

生

活

に

関

わ

る

重

大

な

争

点

が

あ

り

ま

す

。

安

倍

内

閣

に

対

し

て

厳

し

い

国

民

の

審

判

を

下

し

ま

し

ょ

う

。


